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令和７年度 第９回 西蒲区自治協議会 会議録 
 ○日時：令和７年１２月１８日（木）午後１時３０分～午後２時４５分 

 ○場所：巻地区公民館 ３階 小ホール 

○出席者 

・委 員 

石田委員、桒原委員、上原委員、岩﨑委員、乙山委員、田中（隆）委員、鈴木委員、 

拝野委員、本田委員、近藤（イ）委員、後藤委員、岡﨑委員、大橋委員、 

近藤（実）委員、池田委員、谷原委員、原委員、藤田委員、岩見委員、吉田委員、 

本井文雄委員、田中（久）委員、佐々木（貴）委員、滝沢委員 

以上２４名 

(欠席：本井文吉委員、相馬委員、小栁委員、佐々木（寛）委員、米山委員、 

    五傅木委員) 

 

・事務局 

区長、副区長(地域総務課長)、区民生活課長、健康福祉課長、産業観光課長、 

建設課長、岩室出張所長、西川出張所長、潟東出張所長、中之口出張所長、 

西川図書館長、西蒲区教育支援センター所長、地域総務課長補佐２名、同課係長１

名、同課職員３名 

   

  ・報道１社 

 

【会議内容】 
事務局 
（瀬戸補佐） 

 ただいまより令和 7 年度第 9 回西蒲区自治協議会を開催します。 
始めに、本日の会議資料の確認をお願いします。 
事前に送付した資料としまして、資料 1-1 から 1-3「各部会の会議概要」、

参考資料「12 月 4 日保健福祉部会提案事業 参加者配布資料」のほか、本

日机上にお配りした資料として、次第。資料 2「令和 8 年度 特色ある区づ

くり事業（案）」。 
参考資料として、「12 月 18 日保健福祉部会提案事業 参加者配布資料」。 
「空き家バンクのチラシ」。にしかん応援隊募集シート「新春書初め大会

の応募資料」。「オレンジフォーラムのチラシ」。「角田山一周ハーフマラソン

のチラシ」。最後に、吉田会長からの「西蒲区内小・中学生アンケート実施

提案」。 
資料は以上となりますが不足等ありませんでしょうか。 
ないようですので、これ以降の会議については、新潟市区自治協議会条例

第 9 条の規定によりまして、吉田会長から議長として進行をお願いします。 
議長 
（吉田会長） 

 皆さま、お疲れさまです。今日、午前中は保健福祉部会の事業、大変あり

がとうございました。 
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 また、参加していただいた皆さま、大変ありがとうございました。 
 感想は部会報告の時にいただきたいと思います。 
 いよいよ令和 7 年も残すところあとわずかとなってきました。いよいよ

年の瀬です。各学校ではインフルエンザが流行っているようです。西蒲区は

ちょっと落ち着きましたが、巻総合高校などで流行っているようですので、

かぜとかコロナとか、体調には充分お気をつけて下さい。 
 今日は寒いですが天気はいいですね。今年は大雪かもしれないという予

報が出ていますが、雪、除雪等も含めて体に充分注意して行っていただけれ

ばと思います。 
 それで最近、自治協議会に諮るようなことが市からあまりありません。こ

れはこれでまたいいのかなとは思いますが、前期に比べてやはり最近はち

ょっと少ないかなと感じています。副会長さんともいろいろ相談しながら

何か全体で議論するようなことを挙げていきたいよねというようなことを

毎回話をしているのですが、今日はちょっとアンケートについて話をさせ

ていただいて、次回、その他のところで話しをしたいと思いますし、また皆

さまのほうで、西蒲区の課題、困っているようなこと、そういったものがあ

れば事前にシートがありますので、簡単でかまいませんので出していただ

けると、みんなでいろいろな議論ができるかなと思っています。 
 今日もそうなのですけど、午前中の保健福祉部会の事業でもそうでした

が、グループワークしたらすごくたくさん話が出て、しゃべることが好きな

人ばかりでしたので意見もありましたが、そのようなグループワークのよ

うなものを何かテーマを決めてみんなで 1 回やりたい。 
 みんなの前で発表や、意見言ってくれと言うとなかなか厳しいものもあ

るのかなと思っていますので、そのへんもまた工夫して、どれが正しいとい

うことではないのですけど、情報共有することによって皆さまの引き出し

がどんどん増えていくといいかなと思っています。せっかくこれだけの皆

さまが集まっていますので、ただ本会議して「何もありません」ではなく、

みんなで工夫して考えていきたいなと思っていますので、既に 4 分の 1 以

上は終わっているのですが、残りの期間、令和 8 年度も含めてそのように

考えていきたいと思っています。 
 それではちょっと長くなりましたが、本日の議題につきまして、審議、ま

たたくさんの意見をよろしくお願いいたします。 
 始めに本日の出席状況と傍聴者について事務局から報告をお願いしま

す。 
事務局 
（瀬戸補佐）   

委員の出席状況についてご報告いたします。委員 30 名のうち、本日の出

席者は 24 名であり、過半数の出席を確認しています。従いまして、新潟市

区自治協議会条例第 9 条の会議の運営規定を満たしていることを報告申し

上げます。 
 また、本日は報道が 1 社。傍聴はありません。事務局および報道機関で
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写真撮影ならびに録音をさせていただきますので、あらかじめご了承願い

ます。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。それでは始めに議事（1）各部会の状況につい

てです。 
 各部会長は前回の部会の状況について、総務部会、保健福祉部会、まちづ

くり・産業部会の順に、説明者席でお願いします。 
それでは始めに総務部会、田中部会長お願いします。 

（田中（久）委員）  総務部会です。 
 今回、出席が 8 名、欠席 2 名で会をさせていただきました。 
 内容につきましては、令和 7 年度区自治協議会提案事業について。チラ

シの校正の確認、当日スケジュール、および防災フォーラムなどの協議を行

いました。 
 当日スケジュールについては、総合司会を置くことや、当選はがきに記載

する注意事項などについて意見がありました。 
 防災フォーラムでは来場者へ問いかける質問アイデアを委員から募集す

ることとしました。 
 主な意見としましては、総合司会を置いて、全体進行を任せたほうが良い

のでは、座席を指定にしたほうが良いのでは、また当選者 1 名に同行者 1
名までとしたらどうか、未就学児は来場不可としたらどうか。それから、ア

ナウンサーさんがいらっしゃるということで、撮影・録画・録音など、禁止

事項を周知したほうが良いというような話が出ました。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。前回もお話ししましたが 3 月 1 日、午後から、

西川多目的ホールで防災フォーラムを行います。 
 今ほど田中部会長さんからお話があったとおり、アナウンサーはまだ誰

が来るかというのは決まっていませんが BSN のアナウンサーが 4 人ぐら

い来ていただいて、防災の朗読劇を行います。 
 非常に貴重な機会になると思いますので、ぜひ委員の皆さまも出席でき

るように今から予定を入れておいて下さい。 
 ちょっと補足させていただきました。 
 今ほどの説明につきまして、なにかご質問・ご意見ありますでしょうか。

よろしいでしょうか。 
 チラシも今校正中ですので、こちらは西蒲区内に全戸配布する予定で、受

け付けは電話、コールセンター、というかたちになるのでよろしくお願いし

ます。 
 ありがとうございました。 
 続きまして、保健福祉部会、鈴木部会長お願いします。  

（鈴木委員）  保健福祉部会です。 
前回、9 名のもとで会議を行いまして、内容としましては、計画している

高齢者の移動支援、地域でできること。高齢者移動支援の意識づけを目的と
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した、勉強会を計画しているのですが、それについて詳細の流れを確認した

ところです。 
本日午前中が第 2 回目の勉強会でしたが、それは後日ご報告いたします。 
12 月 4 日の第 1 回目の部分がありますので、資料 1-2-2 をご覧ください。 
第 1 回目の地域における高齢者の移動支援勉強会についてというところ

で、西蒲区内のコミ協の方、支え合いのしくみづくり推進員、包括支援セン

ター、社協の方々など、参加者 39 名のもとで意見交換いただきました。 
いろいろな地区からの話を参考にさせていただきながら、最後のまとめ

としましては、講師の事例がとても分かりやすく、支援立ち上げのイメージ

がつかめて有意義だったと思いました。 
事例紹介には南区の庄瀬コミ協の取組みもありましたが、西蒲区と地域

特性が似ている地域なので参考になったなど、とても有意義な研修会とな

りました。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。 
 先々週と本日、非常に素晴らしい事業だったのではないかなと思ってい

ます。 
 こちらにつきましては、普通、自治協の事業となると、いろいろな方々、

市民の方々に周知をして来てもらってとか、考えてもらうというものを最

近はよくやっていたのですけど、今回は 9 コミ協さんに限定して、地域の

こういった高齢者の移動支援について勉強会をしようということで、各コ

ミ協さんにみんなお願いをしまして、最低 3 名ずつ出て下さいとことをお

願いしたら、皆さま出ていただきました。 
 それで、専門の皆さま、社会福祉協議会の池田さんがいらっしゃる社協の

皆さまなど、非常にたくさん出てこられまして、いろいろな先進的な事例を

発表していただいて、そのあと質疑がすごくたくさん出ました。 
 こういった研修会はなかなかないなと思って、拝見させていただきまし

た。 
 今日も、中之口の本田さんが発表したあと、すごく前向きな意見、どうい

うふうにしたらいいのか、こういうふうに扱えないか、など、そういった意

見が非常に多く出て、中身の濃い研修会だったなと思いました。 
 こういった研修もなかなか難しいテーマになっているかと思いますが、

でもそれをコミ協さんなり関係団体のほうと連携して勉強していくという

ことは非常に素晴らしい取組みだったのではないかなと思いました。大変

素晴らしいものをありがとうございました。 
今後ぜひ、その後どうなったかも含めて、検証していただけるといいのか

なと思います。ちょっと私の感想ばかり長くなってすみませんでした。 
今ほどの説明につきまして、出られた方でもいいですが、せっかくの機会

なので、感想も含めて言っていただける方いらっしゃいましたら挙手にて

お願いいたします。いかがでしょうか。 
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上原さん、コミ協の会長さんとして参加していただきましたので感想を

お願いします。 
（上原委員）  今、会長から言われたように、とてもみんな関心を持って話を聞いたし、

実際、各自地元に帰ると、みんなそのことをすごく考えている内容なので

す。だからいろいろな意見も出たし、本当にいい時間を過ごしたと思ってい

ます。私自身も住民アンケートを実施したところなのですけども、そこにも

地域の交通課題ということで案件があります。一緒にボランティアも頑張

って、今後の活用に期待しているところであります。 
 ありがとうございます。 

議長 
（吉田会長） 

大変ありがとうございました。他によろしいでしょうか。 
運営のほうも大変素晴らしかったと思います、ありがとうございました。 
では、鈴木部会長さんありがとうございました。 
続きまして、まちづくり・産業部会、石田部会長お願いします。 

（石田委員）  まちづくり・産業部会です。 
 先般、コミ協応援隊伴走支援チームについてのヒアリングを行いました。 
 これについては、皆さま、各地域でイベントをやられています。それでそ

のイベントスタッフの高齢化、あるいは地域、担い手が少なくなってきたと

いうようなことで、人集めに非常に苦労しているという悩みがありまして、

それぞれ人を集めるにはどうしたらいいのかというようなことで、にしか

ん応援隊制度というものを作ったわけです。 
それで応援隊の募集シート。これをコミ協の皆さまにも書いて欲しいと

お願いしてきたわけでありますけれども、どうもこの書き方が人を集める

ために誰を対象にして何をどう書いたらいいのか、応募シートの書き方が

ちょっとよくわからない。では、どうするのだというようなことで私たち部

会委員が伴走支援チームとして、各コミ協さんへ行ってきたわけでありま

す。 
また、伴走支援や応援隊として各地域に行ってみると、それぞれのイベン

トを通じて非常に素晴らしい、地域の魅力があるということが分かりまし

た。西川の祭り、巻の祭り、潟東のカモねぎまつりとか、岩室のイルミネー

ションなど、素晴らしい魅力があるわけです。それで、そこに行ってみる

と、応援隊として参加した人、また、募集したコミ協も、非常に喜んでいま

して、こんな素晴らしい地域があるのだとか、こんないいイベントをやって

いたのかということが改めて分かりました。 
せっかくその地域資源があるわけですので、これを磨きあげて、皆さまか

ら行ったり来たり交流をしていただければ、素晴らしい地域になるのでは

ないかということが改めて分かりまして、これはやはりこの西蒲区を 1 つ

にまとめる、あるいは西蒲区の魅力を発揮するには、にしかん応援隊を通じ

まして、各地域を行ったり来たりする必要があるなと思いました。 
そのようことが分かりましたので、ぜひ、皆さまから応援隊の制度を理解
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していただき、私たちも一生懸命、募集シートの書き方など、協力・支援し

ていきたいなと思っていますので、よろしくお願いします。 
それから来年の 2 月 6 日にこの伴走支援チームがまとめた内容を、各コ

ミ協さんと共有するために勉強会を開催する予定です。 
2 月 6 日午後 2 時から、3 時までの間の 30 分程度をもらいまして、一緒

に皆さまと情報共有していきたいなと思っていますのでよろしくお願いい

たします。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。今ほど石田部会長さんのほうからお話があっ

たとおり、令和 8 年 2 月 6 日、金曜日。午後 2 時からということで、こち

らも皆さま、予定をぜひ入れていただきたいと思います。 
 部会の方は、自分たちの部会の事業なので出られますが、他の部会の委員

の方もぜひほかの部会のやっていることを、仕事の段取りもあるかもしれ

ませんが参加していただきまして、ここ良かったよとか、ここをもっとこう

したほうがいいなどの意見を言っていただけるのがこの本会議の場だと思

っていますので、皆さま予定を手帳に書いておいて下さい。 
 今ほど石田部会長さんから説明あったことにつきましてなにかご意見・

ご質問、ありますでしょうか。 
 石田部会長さんがいろいろと分析した結果だと思いますが、これはやは

り、西蒲区、どこもそうですけど、少子化になってだんだん人口が減ってく

る。担い手をどんどん増やしていくことによって、今までだったら巻は巻だ

けというものがすごく強かったですけど、やはり垣根を越えて最近は応援

隊もできたおかげで、どんどんいろいろな地区の方がいろいろなところに

手伝いに行くというかたちが少しずつで出来てきていますので、ぜひそれ

をみんながまた関わって、手伝ってみようかなというようになると、いろい

ろなところが見えてくると思います。 
 私なんかもそうですけど、いろいろなイベントに手伝い行くことによっ

て、新たな発見がいつもあるのです。 
 そうしたら、いいところを自分たちのところに取り入れよう、これは今度

こうしたほうがいいなとかというものがだんだんできるようになってくる

ので、ぜひ皆さまも、参加いただければありがたいなと思います。 
 よろしいでしょうか。 
 石田部会長さん、ありがとうございました。 

（石田委員）  ありがとうございました。 
議長 
（吉田会長） 

 それでは議事（1）を終了します。 
 続きまして議事（2）の令和 8 年度特色ある区づくり事業についてです。 
 この件は条例で規定されている、市が自治協議会に意見を聞かなければ

ならない事項です。 
 今年の 7 月に意見聴取の依頼があり、これまで委員の皆さまからアイデ

アの提出や、部会で検討を行っていただきました。 
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 10 月の本会議で案が示されています。 
 今回はその案に事業費、予算を加えた最終案をお示しし、皆さまからご意

見をいただき原案を確定するものです。 
 それでは区づくり事業は区役所企画事業と、自治協議会提案事業で構成

されていますので、始めに区役所企画事業について地域総務課長から説明

をお願いいたします。 
事務局 
（小林地域総務課長） 

 地域総務課長の小林です。 
 それでは資料 2 をご覧ください。令和 8 年度特色ある区づくり事業と区

役所企画事業の原案について説明させていただきます。 
 特色ある区づくり事業の区役所企画事業の原案、および概要については、

先ほど会長からご説明があったとおりに、10 月の自治協議会でお示しし、

ご確認をいただいたものであります。 
 区役所企画事業は 15 事業で、予算 2,660 万円。区自治協議会提案事業を

予算、240 万円とさせていただいています。 
 こちらのほうは、2 月議会に上程をさせていただき、議会でご審議をいた

だく予定となっています。 
 なお、10 月にもご説明したとおり、令和 6 年度予算により、子育て・健

康福祉・防災にかかる事業については、区づくり・提案事業とは別に予算要

求をしていますので、一覧には載っておりません。 
 それでは主な事業について、ご紹介をさせていただきます。 
 まずは産業観光課長からご紹介をさせていただきます。 

事務局 
（小出産業観光課長） 

 産業観光課長の小出と申します。主な事業ということで、当課の所管事業

のほうから 4 つピックアップしてご紹介したいと思います。 
 まず、1 つ目『「にしかん なないろ野菜」消費拡大支援事業』ですが、

これまで、農産物直売所での販売、あるいは地元の飲食店での相対取引とい

うことで行ってきましたが、令和 8 年度は、学校給食での利用も進めてい

きたいと考えています。今年の 10 月には、「にしかん なないろ野菜カレ

ー・スープ」が、4 年の歳月を経まして商品化されました。生産から梱包ま

でオール新潟で完結させております。お買い上げいただくと、お金が地域を

回るようなしくみになっています。カレーは税込み 702 円、スープが税込

み 648 円ということで、越王の里、西区のいっぺこ~と、それから、マルイ

などのスーパーマーケットで販売していますし、県内の道の駅でも取り扱

っていますので、ぜひお買い求めいただければと思います。 
 2 つ目「もっと農を身近に！穫・食（もぐもぐ）ガーデン」、これは新規

事業になります。中之口農業体験公園で行うというのが一番のポイントな

のですけれども、設置されている農園で作る部分と、研修室で栽培を学ぶ部

分。それから調理室ということで、食べる部分。これを結び付けて、作って

学んで食べてそしてまた作る。この一連の流れの中で、農業の楽しさを知っ

てもらう。そういう機会を提供していきたいと考えています。指定管理者の
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NPO法人はざなみき中之口さんと連携しながら進めていきたいと考えてい

ます。 
 3 つ目「MOKUMOKU にしかん」ですけれども、これも新規事業になり

ます。じょんのび館に併設されている、ほたるの里交流館という施設がある

のですけれども、ここで行うことがポイントになりまして、この施設を拠点

にしまして、木育に子育ての要素も少し取り入れながら、こどもから大人ま

でが取り組める、木育活動を展開していきたいと考えています。西蒲区産

の、主に角田山麓の杉材を利用した木製玩具を作りまして、施設の中の一室

に乳幼児を対象にした木育広場を開設するほか、木育インストラクターな

どを付けまして、親子で木工ワークショップを体験できるような場を提供

して、木材への愛着形成を図れるような空間にしたいと考えています。こち

らも、指定管理者の福井開発さんと連携しながら進めていきたいと考えて

います。 
 最後の 4 つ目「岩室温泉芸妓文化支援事業」ですけれども、県の芸妓の

発祥の地と言われている、岩室温泉の岩室芸妓の取組みを多くの方に知っ

ていただくための事業になります。岩室温泉旅館を会場にしまして、芸妓さ

んと、お稽古体験を通じて岩室温泉の歴史、芸妓文化を学ぶ機会を提供する

ものです。今年は、参加者お一人さま 1 回 1,000 円ということで、6 月から

全 7 回のコースで各温泉旅館を会場に開催しておりましたけれども、現在

で 5 回目を終了しています。これまで 44 名の方が参加しておりまして、男

性が 17 名、女性が 27 名という内訳になっています。目標は、後継者の育

成になるのですけども、まずは「ゆるっと舞体験！」を通じまして、岩室の

文化や芸妓文化に触れてもらう、そういう機会を提供したいと考えていま

す。以上です。 
事務局 
（小林地域総務課長） 

 続きまして地域総務課からは、2 ページ目の 12 番目にあります、「西蒲区

空き家利活用事業」について、ご説明させていただきます。 
 現在、空き家管理が非常に大きな社会問題となっておりまして、西蒲区に

おいても地域課題として、かなりいろいろなところで取り上げられるよう

になってきています。 
 そのような状況を踏まえまして、西蒲区では不要な空き家を増やさない

という取組みのために、新潟市初となる空き家バンクを今年度設置いたし

まして、来年度も継続実施を行う予定です。 
 なお、本日、机上に空き家バンクのチラシを配布させていただきました。 
こちらは 4 月に全戸配布させていただきまして、また、先月 11 月に自治会

を通じて、班回覧をさせていただいています。区としても一生懸命 PR をし

ているのですけれども、これ以上空き家を増やさないため、また、仮に空き

家になった場合でも速やかにここを利活用して管理不全の空き家にさせな

いというために、この制度で対応・対処していくということで進んでいきた

いと考えています。 
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 ご近所の方、お知り合いの方で空き家についてお悩みの方がもしいらっ

しゃいましたらお早めに相談するよう、皆さまからも積極的なお声がけを

していただければ幸いです。 
 説明は以上です。 

議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。続いて、自治協議会提案事業の事業概要につい

ては私から説明いたします。 
 資料 2 の 3 ページ目の区自治協議会提案事業をご覧下さい。 
 各部会が令和 8 年度に取り組む事業名、事業概要、事業費が記載されて

います。 
 内容につきましては、10 月の自治協議会で説明したものと同じになって

いますので、省略させていただきます。 
 今後、各部会で具体的な事業内容を詰めていくことになりますので、変更

の可能があることをご承知おき下さい。 
 予算も今年度と同じ 80 万ずつになっています。 
 区自治協議会提案事業の説明は以上になります。 
 それではただ今の説明につきまして、何かご意見・ご質問等ありますでし

ょうか。 
はい、上原委員。 

（上原委員） 質問ではないのですけど、産業観光課長へお願いということで。先ほどの

ほたるの里交流館。私ども、何回か使って素晴らしい建物で普段、遊んでい

るのがもったいないような建物で、もっと活用していただきたいと思いま

すし、それとじょんのび館の敷地内にある、角田自然館。あれも誰も行かな

いで遊んでいるのですよね。ぜひその自然をということであれば、こどもを

ひとつのポイントとして取り扱っていきたい。大勢の方から見ていただい

たほうがいいのではないかなと思っています。お願いします。 
議長 
（吉田会長） 

 はい。よろしいでしょうか。 

事務局 
（小出産業観光課長） 

 はい。 

議長 
（吉田会長） 

 では、続いて藤田委員。 

（藤田委員） お願いなのですけど、空き家バンクについて、私の知り合いが今年、区役

所に相談に行ったのです。その時、この制度の作りが悪いなと思ったもの

は、相談した人はもう高齢者なのです。10 年前に東京から間瀬に来て、10
年ぐらい住んで、それでこどもが東京に帰って来いということで、空き家に

なったとの相談でした。相談した人は、10 年前に来た人ですから、巻のこ

とはなかなか分からないわけです。そしてましてや高齢者なのです。そうす

ると、私も一緒についていったのですけど、例えば、このチラシを見ます

と、真ん中に西蒲区役所が空き家バンクの窓口、登録申請の受付となってい
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て、所有者が相談、申請となっているのですが、行った時に担当の方からは

仲介に入る不動産屋を皆さまで見つけて来て下さいと言われました。そう

するとさっき言いましたように、10 年前に間瀬に住んでいて高齢者で、不

動産業者なんて分からないわけなのですね。相談に行った時、区役所は不動

産屋を紹介するなり、仲介に入ってくれる方法はないものでしょうか。 
議長 
（吉田会長） 

 はい。いかがでしょうか。  

事務局 
（小林地域総務課長） 

 裏面をご覧いただきたいのですが、空き家バンクは協力不動産団体と連

携をさせていただいております。大変申し訳ないのですが、空き家が売れる

ものなのかどうかという部分もありまして、不動産屋さんのほうに判断し

ていただくことがあります。 
そこで、ひと月に 1 回、事前相談ということで対応させていただいてお

りまして、不動産屋さんと申請の方に来ていただいて、そこでマッチングを

して、ご相談をしていただく。マッチングができればそのまま登録に進んで

いただくというような制度になっています。 
本来であればお越しいただいた時にその話が丁寧にできていれば良かっ

たのですが、ちょっと不十分だったために今のようなお話になったものと

思いますので、担当のほうには説明をしっかりするように伝えます。 
（藤田委員）  はい、分かりました。担当者からは事前に月 1 回、そういう不動産屋と

マッチングする場面があるから、その時来て下さいというような話はなか

ったのですよ。それで今のような質問になったのです。分かりました。 
議長 
（吉田会長） 

 はい。他にいかがでしょうか。 
 空き家バンクのチラシについては、私が事務局との話の中で、やっている

ことはみんなが多分まだ分かっていない部分が多いと思うので配りません

か、ということで配っていただきました。大変ありがとうございました。 
 他にありますでしょうか。 
 それでは、来年度の事業については、こちらの案のとおりでよろしいでし

ょうか。良ければ拍手をもって承認いただければと思います。 
（会場） （拍手） 
議長 
（吉田会長） 

賛成多数でした。大変ありがとうございました。 
先ほど、上原さんからもお話がありましたが、私もすみません、ほたるの

里交流館は行ったことがないです。通っていると見えないのですよね。 
 今ホームページを見ると、じょんのび館からほたるの里交流館に行ける

らしいのですよね。木材を使った新しいところで、今ほど上原さんも話があ

った、角田山自然館。これも素晴らしい建物だと思います。中に入ると、巻

地区の歴史がよく分かるので、ぜひそのへんも踏まえて、また何か連携でき

るといいのかなと思っています。 
 あと、なないろ野菜カレー・スープ、食べたことある人いますか。まだ誰

も食べたことないですか。ちょっと値段は張るのですが、非常においしいと
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思います。ぜひ皆さま、地域にも還元されるということですので。4 年かか

ったのですね。 
事務局 
（小出産業観光課長） 

4 年です。 

議長 
（吉田会長） 

堀区長さんも頑張っていただいたと思いますので、ぜひ皆さま、ご家庭で

も 1 回食べてみていただければと思います。ちょっと余談でしたが付け加

えさせていただきました。大変ありがとうございます。 
それでは議事 2 は終了させていただきます。 
次にその他の情報です。始めに新春書初め大会について本田委員より、そ

の場で説明お願いします。 
（本田委員） 中之口コミ協、本田です。応援隊募集シートなのですけれど、すみません。

書き方が多分、まだまだ不充分で、中之口コミ協はまちづくり・産業部会さ

んからまだ伴走支援チームの指導を受けていなかったもので、まだ勉強中

というところですみません、書き方については後で見て下さい。 
新春書初め大会、歴史のある中之口の書初め大会です。こちらは主に小・

中学生を中心に正月の行事として、一堂に会して書初めを行います。作品は

中之口書道愛好会による審査で、先人館にて展示を行います。 
開催日は 1 月 10 日で、募集内容は、前日は運営作業をお手伝いしていた

だきたいと思います。力仕事が少しあります。3 名ほどお願いいたします。 
 そして当日 1 月 10 日は 2 名の方のお手伝いして下さる方を募集してい

ます。 
 一応メリットとしては、来て下さった方には、コミ協の会長が書道をとて

も楽しく、書き方を教えてくれます。楽しく書初めをして、そして一緒に展

示もさせていただきますので、どうか書初めを楽しむというところでも来

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。とても素晴らしいですね。 
 家庭で書初めしようと思うと準備とか、汚れとかいろいろ大変なので、ぜ

ひ皆さま、行ってみて下さい。 
 また、前日は力仕事があるということですので、私、段取りつけて行きた

いと思います。 
 今ほどの説明につきまして何かご質問ありますでしょうか。 
 ではぜひ積極的によろしくお願いします。興味のある方にもお声がけ、お

願いしたいと思います。 
 次に、おれんじフォーラムについて池田委員より説明をお願いいたしま

す。 
（池田委員） 西蒲区社会福祉協議会の池田です。 

本日、机上配布させていただいた、おれんじフォーラムのチラシをご覧下

さい。 
年が明けまして 2 月 15 日の日曜日、西川の多目的ホールで、昨年も自治



 12

協の保健部会のほうでお呼びした、丹野智文さん。若年性認知症の方です

が、厚労省の公認大使として任命されていて、全国で講演活動をされていら

っしゃいます。 
今年も丹野さんをお呼びしまして、認知症の方、またはその家族の方が相

談しやすい環境づくりをこの西蒲区で作っていくためにどうしたらいいか

ということを一般住民の方と、そして専門職の方とともに考えるという機

会を作りました。 
2 月 15 日の日曜日の午後からということになりますが、ぜひ、自治協の

委員の皆さま、周知、および参加にご協力いただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。説明は以上です。 
議長 
（吉田会長） 

ありがとうございました。ぜひ、多くの方に周知をお願いして、皆さまも

お話を聞きに行っていただけるとありがたいです。 
 何かご質問・ご意見ありますでしょうか。よろしいでしょうか。では、よ

ろしくお願いいたします。 
続きまして角田山一周ハーフマラソンについてですが、今日は、スポーツ

協会の小栁委員が欠席ですので、私から簡単に説明させていただきます。 
パンフレットをお配りさせてもらっていますが、エントリーが今週から

始まりました。ぜひ、興味のある方、また、出られる方、申し込みのほうお

願いします。また、こちらについて各コミ協さん含めていろいろご協力をい

ただいていると思いますが、またよろしくお願いいたします。質問いただい

ても答えられないので、なにか質問があったら実行委員会事務局まで。以

上、よろしくお願いいたします。 
それでは最後に、皆さまからいろいろご意見をいただいた西蒲区内小・中

学生アンケートについてです。 
ちょっとひらがなばかりで見にくいのですが、たくさんのご意見をいた

だいた結果、簡単にしました。中学生のほうを見ていただけると分かるので

すけど、記述式だと大変なので全部三択にしました。言い回しが違います

が、小学校 1～3 年生、4～6 年生、中学生というかたちでまとめさせていた

だきました。 
これで確定ではなく、1 月に文章や二次元コードを付けてまた皆さまにお

諮りをしてというふうに思っています。皆さまが全部出してくれたものを

AI に分析をしてもらって、それを 10 問で作ってくれて言ったらこうなり

ました。もう少し表現は考えたほうがいいかなと思っていますが、何かご意

見ありますでしょうか。 
 私は全てやってみないことには前に進まないと思っているので、ちょっ

と 1 回やってみてと思っています。二次元コードは佐々木委員から手伝っ

てもらって、一緒に作っていきたいと思います。では、今日はちょっと時間

が押してしまっていますが、もし気づいたことがあれば、事務局からメール

は送りませんが、事務局のほうに今月中に連絡をいただければまた副会長
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と相談して、次回示したいと思います。いろいろ皆さまご協力いただきまし

てありがとうございました。 
 ではこの件はよろしいでしょうか。ありがとうございました。 
 次に、来年の 1 月の議事の予定は今分かりませんが、皆さまと 1 つ協議

したいことがあります。今日は資料ありませんが、内容は、部活動が、来年

の令和 8 年の 4 月からもう完全に終わります。 
 私が住んでいる地域の巻西中学校、巻西中学校では、現在部活動に入って

いる生徒は学校全体の半分です。 
 それで新 1 年生となると多分、ほとんど入ったりはしないのだろうなと

いうことで、そうするとそういう生徒さんたちが、みんな家に帰ってゲーム

だけするとか、どうしてもこもってしまいがちだということをいろいろな

人から「大変だよね」という話を聞きます。 
 私も別の団体のほうでこども家庭庁とお話しする機会があって、こども

家庭庁のほうでは、こどもの居場所づくりをぜひ、地域でいろいろ考えてい

ただきたいと。「居場所づくり」というものはこちらが作って、そこを利用

する、しないかはこどもたちの選択なので、まずそういった居場所づくりを

作る何かきっかけのようなものを話ができるといいかなと。4 月まで時間も

ないですけど、何もないままスタートしてしまうと、結局家帰ってゲームし

たり、塾に行ったり。そういったところで自治協としてではなく、何か地域

として、例えば指定管理しているコミセンを開放してもらって、そこにこど

もたちが帰りに寄って、遊んだり勉強したりしていく場所を提供してもら

うことはできないのかとか、地域の年配の方もぜひそういったところに来

てもらって一緒に何かやるとか。地域の茶の間もどんどん中学生が来る、岩

室でしたでしょうか、そういう取組みをしているところもあります。せっか

くの機会なので、皆さまとちょっと話をできればと思います。 
グループワークのようなものになるかもしれませんが、ちょっとまた副

会長と考えていきたいと思いますので、1 月それをやりたいと思っています

ので、ちょっと頭の中に入れておいていただければと思います。 
 このようなかたちで、皆さまの中で、今後何かみんなでグループ討議して

みたい、話をしてみたいというものがあったら、どんどん出していただけれ

ばと思っています。 
 あともう 1 つ、チラシはないですけど、毎年 1 月に、巻文化会館を会場

に巻高校・巻総合高校・巻西中学校・東中学校・越王太鼓。昨年から中之口

ジュニアブラスの吹奏楽の演奏会をやっています。今回は、1 月 11 日、日

曜日、午後 1 時ぐらいからの予定です。ぜひ、多くの皆さまから見に来て

いただきますようお願いします。また、産業観光課さんからご協力いただき

まして、西蒲映画の上映、それから旧巻町が誇る大スター、越ひかりショー

があります。ぜひ見に来て下さい。あとは越王太鼓の演奏会もあり、夜 7 時

ぐらいまで予定しています。 
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議長 
（吉田会長） 

 そのほか、事前の申し出はありませんが、西蒲区自治協議会全体で議論し

たいこと、皆さまにお伝えしたいものなど、もし行事等あれば、チラシがな

くても今のように口頭でもかまいませんので、いかがでしょうか。よろしい

でしょうかね。それでは最後に、今日は拝野副会長から締めのあいさつをい

ただきまして事務局に返したいと思います。 
（拝野委員）  皆さまご苦労さまでした。 

 午前中、保健福祉部会で勉強会をさせていただきまして、その資料が今日

お手元にあると思いますので、その資料を皆さまもご覧になっていただい

て、高齢者の移動支援を皆さまで考えていただければと思います。 
 今年も 12 月になりまして、いろいろなイベントがあり、にしかん応援隊

もたくさん応援していただいて、お手伝いいただきまして大変ありがとう

ございました。 
 いろいろなイベントでたくさんの人たちと交流できたことと思います。

また来年もいろいろなことを考えながら、西蒲区のために行動していけた

らと思います。ありがとうございました。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。せっかくの機会なので 1 点ちょっとご報告。 
 巻コミ協さんが今まで区役所の 3 階にいらっしゃったのですが、正式に

来週からこの 3 階のところに移転しました。事務局移転しましたというこ

とで、せっかくなので石田さんから一言いただいてもいいですか。巻コミ協

事務局長ですので PR して下さい。 
（石田委員） 22 日月曜日からはこの 3 階の視聴覚室に事務局が移転します。電話番号

も変わりますのでよろしくお願いします。 
議長 
（吉田会長） 

 今度はエレベーターがあるので、3 階まで気軽に来て下さい。間違って区

役所に行かないように、コミ協から出ている方、情報行っていていると思い

ますが、ぜひ伝えて下さい。よろしくお願いします。 
 それでは事務局のほうにマイクをお返しいたします。 

事務局 
（瀬戸補佐） 

ありがとうございました。今年最後の西蒲区自治協議会となりましたの

で、区長から一言ごあいさつさせていただきます。 
事務局 
（堀西蒲区長） 

 このあと部会もありますが、本日も熱心なご議論いただきましてありが

とうございました。 
 もう来週はクリスマスですし、再来週は大みそか・元日・お正月というこ

とで、あっという間の 1 年でした。皆さま、どのような 1 年だったでしょ

うか。 
 もちろん皆さま方もいいことも悪いこともあったかと思いますけども、

笑う門には福来る。来年が笑顔あふれる 1 年に、皆さまがお一人お一人、

そして西蒲区がそのような笑顔あふれる 1 年になりますことを心より願っ

ています。 
 今年 1 年本当にありがとうございました。来年もまたよろしくお願い申

し上げます。ありがとうございました。 
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（会場） （拍手） 
事務局 
（瀬戸補佐） 

ありがとうございました。事務局から次回の西蒲区自治協議会について

ご連絡いたします。 
次回の西蒲区自治協議会につきましては、1 月 29 日、木曜日の午後に本

日と同じ巻地区公民館で開催予定です。 
ご案内につきましては、のちほど改めて送付させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 
このあとの常任部会のお知らせです。会場は総務部会、2 階の実習室。ま

ちづくり・産業部会は、本日はこの会場、小ホールの窓側のほうで行いま

す。 
保健福祉部会はこの会場を出たところのロビーで開催いたします。 
おおむね 10 分後の 14 時 55 分を予定しています。お手数ですが、お手元

の名立てを持ってご移動下さい。それでは以上をもちまして令和 7 年度第

9 回西蒲区自治協議会を終了します。大変ありがとうございました。 
 
 


